
■セパレート押え■ 
《縫いのバリエーションが広がる》 

G 

フリル付け

セパレート押え 

 １　２本針４本糸で縫います。 

 ２　付いている押え金をはずして、『セパレート押え』を取り付けます。 

 3　送り目を３ｍｍまたは４ｍｍにします。 

 4　押え金を上げてから生地を下の図のようにセットします。 

二枚の生地を縫い合わせるとき、片方の生地だけにギャザー
を寄せて縫い合わせることができます。 生地を引っ張ったりしなく
ても、 差動送りを使って、 自然に好みのギャザーを寄せることが
できるので、 ヨークの切替えやティアードスカートの切替え等に
使うと便利です。
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Ｇ 

ギャザーの寄せ加減は差動送りレバーで調整してください。

【側面から見た図】 
【真上から見た図】 
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ポイント 
ギャザーを寄せる生地（生地Ｂ）を下に、 
寄せない生地（生地Ａ）を上にする 

ポイント 
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使用 
糸数 

かがり幅 送り目 作品・用途 操作上の注意と 
ポイント 

差動送り
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衣縫人 糸取物語 

※数字は標準値です。生地や糸によって調整が必要です。 
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